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1はじめに





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































来談した場合を考えている。これを 「ヒステリー 」    (土居健郎 (2000)土居健郎選集 5,人間理
と診断するのは容易である。しかし、亭主の浮気    解 の方法.岩波書店。)
を発見してヒステリー症状を呈している女性の姿  Izutsu, T。(1959):The Structure of the
に 「浦湘八景」の 「漁本寸夕照」を見立てるに近い      Ethical Terms in the Koran.Keio Uni―
ことを行えるようになることが、臨床場面では要    versity Press.
求されると河合は言う。そして、真の 「見立て」  井 筒俊彦 (1972):意味の構造。新泉社.
を行うためには、「見立てるもの」(現存の具象、   井筒俊彦 (1992):意味の構造.井筒俊彦著作集
この場合 「風流坐鋪八景」)の中に、「見立てられ     4.中央公論社.
るもの」(価値、この場合 「浦湘八景」)を 「実感    (これは井筒 (1972)を収めたものだが、著作
を伴って見る」ことが必要である。           集に収めるにあたり、その間に著者自身が大
コッホにとってのバウムも、まさにそのような     きく展開させた 「深層意味論」の成果を取り
ものだったのではないだろうか。バウムを見なが    入 れて、著者は序章から第4章までを書き改
らそこに描き手の姿を重ねていく。「木の姿」を    め ている。)
「描き手の姿」に見立てることにより、描き手を  河 合隼雄 (1996):日本文化における 「見立て」
理解していく。しかし、河合も述べるように、臨     と心理療法。精神療法22(2),125-127.
床において 「実感を伴う見立て」をするためには、   岸本寛史 (2005):『バウムテスト第二版』にお
治療者と患者の間に深い関係が存在していなくて     けるコッホの精神.山中康裕他編,バウムの
はならない。しかもその場合、一方向的な、つま     心理臨床.創元社
り治療者が患者のことを見立てるような関係だけ  Koch,K。(1949):Der Baumtesto Hans Hu
ではなく、「本目互見立て」の関係にあることを認    ber.林勝造ら訳 (1970):バウム・テスト.
識しておく必要がある。コッホがバウムをじっく     日本文化科学社.
りと見つめ、バウムとの距離を縮めていくことの  Koch,K。(1957):Der Baumtest,3.Aufl.
必要性を強調したのも、描かれたバウムとの深い    Hans Huber.
関係を抜きにバウムを理解することなどできない  牧 野信也 (1972):解説。井筒俊彦 (1972)意味
と感じていたからではないだろうか。したがって、     の構造。新泉社.
コッホの 『バウムテスト第二版』の副題、Der  斎藤清二 (2005):ナラティブ・ベイスト・メディ
Baumzeichenversuch als psychOdiagnostisches     スン (NBM)。日本詈事新報4246,22-27.
Hilfsmittelは、らと、理的見立ての補助手段として  吉 田 稔 (2004):Freudの言葉を考え直す。
のバウム描画の研究」と訳すのが最もコッホの真    心 理臨床学研究,22(4),358-369。
意を汲むことになるのではないだろうか。
<付記 >
本研究 は科学研究費 (基盤研究 C(2):課題
番号17530504)による研究成果の一部をまとめた
ものである。
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